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Abstract
The main purpose of this note is to make clear hOw estate management in the eighteen
century England should be analyzed  The landlord inance Mァas very stringency in the same
century England  According to the latest research of John Habakkuk, that stringency Mras
caused by the increase of ordinary expenditure and optional extras  ln landlord's household the
ordinary expenditure、vas paid fronl estate account of rnain estate,and optional extras M〆as paid
from his account in London banker  This bank account、vas inanced by the outlying estate
account, So,to analyze ho、、 the estate management、ハ/ s carried by landlord is closely con‐
cerned M/ith the state of his household  But, R_AC.Parker and」V Beckett's analysis of the
estate management entirely neglected this relation of estate and household
′【t,ypο′Jsi eighteen century,England,estate management
イギリス農業における大土地所有の形成は一
八世紀に進展した。然からば,そうした大所領
は如何に運営されたのであろうか。本稿では,こ
れまでの研究成果に依拠しながら,一八世紀大
所領の経営のあり方を考察すべき視座につい
て,その手懸かりを探る。
先ずはじめに,所領経営の基盤である土地所
有の形成について考察する。ピァポント家所領
をみてみれば,そこでは1723年から43年まで
に99件,総価額 26,1191芳2志1片の土地が購
入された1ち この土地市場を媒介とする所領形
成は相続や婚姻とは異なり,本領が拡充したり。
そうした購入の大半は小規模な土地であっ
平成10年10月16日受理
・ 総合教育センタ ・ー講師
た3ち 価額50傍未満が全体の42パーセントを
占め,更にこれが 100▼方・ 未満になると,過半数
を越え,58パーセントに達するし,5001芳以下
では93件,94パーセントにも及ぶ。これらの中
で,455傍余りの土地でもせいぜい20エーカー
に過ぎなかった。無論,小土地保有地だけでは
なく,纏まった土地も購入された。。当家が購入
した所領は僅か2件だけではあったけれども,
それらには当家が購入に費した資金の半分以上
が充当された。他方で,同時期のピァポント家
において,遠隔所領の売却が進行した0。斯くし
て,所領経営の根幹をなす土地所有は,周辺所
領の売却を伴いながら,本領の拡充という形態
をとった0。
ところで,周辺所領が売却されるに至った一
般的経緯については,R.A.C.パーカーParker
やJV.ベケツトBeckettが詳しいう。彼らによ
れば,それは一八世紀イギリス地主の財政事情
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とも密接に係わっていた。当時の地主家門は家
政での支出が急増し,それが多額の債務を累積
せしめ,財政が極めて悪化していたのである。そ
うした家門は土地所有の安定を齋したと言われ
ている厳格な家族継承的不動産設定と抵当市場
の拡大を以てしても,所領の保全は不可能で
あつた。と言うのは,相続や婚姻が齋した遠隔
所領は通常,この不動産保護の施策が措置され
ることがなく,財政逼迫の折 りには容易に売却
可能な状態に置かれていたからである。その上,
抵当市場の拡大は地主の財政危機を救うと言う
よりは,むしろ安易な借入を増大せしめること
に依って,財政破綻を助長した。
しかし,これまで何故,財政事情が悪化した
のか,更に,その悪化が土地売却にまで至らし
めた所以は何かについては十分解明されてはこ
なかった。ただ,断片的な記述がなされてきた
だ けであった0。 しか し,最近,」ハバ カク
Habakkukuはこうした課題に積極的に取 り組
んでいる。そこで,彼の見解に依拠して,土地
売却の事由を探 りながら,当時の地主全般が抱
えていた財政問題に立ち入ってみる。と言うの
は,財政問題が所領経営の基盤である土地所有
のあり方に大きく影響しただけでなく,一八世
紀の所領経営は家政と密接に係わっていたから
である。この所領経営と家政の繁がりについて
は,後に述べる。勿論,地主の財政は家政の間
題であるから,先ずは,この点から看てみる。
地主の家政は生活様式に依って規定された。
その生活様式は個人的性癖ではなく,階層とし
ての志向様式が決定した。それはイングランド
の貴族は他の階層から自己を識別する共通の権
利や法的特典を何ら持ち合わせていなかった
故,貴族的生活様式の維持が一体感の主要な要
素となったからである9。
この生活様式を可能とした時代的背景があっ
た。この時期,経済的には,外国貿易の拡大と
国内技術の向上が,有用な消費財の量と多様サl争_
を増大させた。また,政治的には,空位期間の
不安定さへの反動として,1688年以降の政治的
安定が地主をして,趣味 と優雅さへ傾注させ
た1の。
そして,そうした志向様式の内実は家政での
支出費目に表れた11ち経常支出の中で最も重要
な項目は家門の邸宅 とその周辺のパークの管理
維持費であった。ラージLarge博士の算出で
は,その維持に必要な使用人への出費だけでも
純収入の5～10%を占めた。加えて,大邸宅の
建造物自体の維持費が嵩んだ。
また,しばしば大きな出費が掛かったのは,狩
猟であった。それは馬小屋の建設 と維持,狩猟
人 と馬丁の雇用が要求されただけではなく,狩
猟には饗応が不可欠であった。狩猟は社会的儀
礼の中心であった。そして, この時期,狩猟に
係わる出費は増大した。
更に,地方或いは国政レヴェルでの政治への
参加は直接的な選挙費用とは別に,日常の饗応
を随伴した。その饗応は経常収入の大きな部分
を吸収し,かつ,その出費は一八世紀において
増大しつつあった。当時,地主は饗応によって
友人や知己との関係を良好に保ち,かつ,一団
の仲間を形成し,地位 とか官職の任命に大きな
影響力を行使 しようとした。そうすることに
依って,政治的 。社会的影響力を獲得しようと
した。
ところで,家政を個別的にみれば,こうした
経常的支出に力日えて,特別な支出が地主の財政
を逼迫させた1劾。先ず第一に,通常の政治活動と
は別に,選挙での直接的出費が上げられる。例
えば,ノー サンプトンのバラ選挙において,ス
ペンサー卿は10万傍を使い,他方,ノーサンプ
トン伯 とハ リファックス伯は各々15万傍を費
やした。そして,後二者はそれが原因して,家
門が破瀕に導かれた。
第二に,邸宅の建設に厖大な資金が費やされ
た。その金額は3万
'方
ヒ前後から10万傍まで,多
いときには第四代ハワード・ ド・ウォールデン
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Howard de Walden卿の32万傍まで達した。
一六世紀の邸宅の建設費用は1,2年分の収入に
該当したのに,一八世紀のホールカムのクク家
の邸宅の建設費用は年収の5年分に相当した。
当家はそのために173265年の間に,通常の収
入から調達された分だけでも9万2千傍を費や
した。尤も,邸宅建設に依って厖大な負債を残
したのは第六代デヴォンシア公であり,彼は四
つの邸宅を保持した。
第三に,欧州巡遊旅行に特別な出費が嵩んだ。
第二代キングス トン公の1726～36年の間の数
年に及ぶ大陸旅行に総額2万T芳が費やされた。
第四に,一八世紀を通じて定着したロンドン
での滞在が,支出増大の一因となった。例えば,
1752年のキングストン公の僅か2週間に過ぎ
ない滞在に2千榜以上が支出された。そこでは
単なる滞在費用だけではなく,饗応に多額の出
費が避けられなかった。
尚,一八世紀地主家門において所領への直接
的負担となったのは,子供に支給された持参金
であった19。それは通常,両親の婚姻時に継承的
不動産設定された所領に課せられた。第二代
ビュートBute伯は4人の年少の息子と6人の
娘のためにルートンLuton所領に4万3千傍
を負担させた。しかし,所領への負担が直ちに
財政を圧迫したわけではなかった。これが他の
要因と結合した時に財政危機を惹き起こした。
ポートラン ドPortland公家 を例 に とれ ば,
1734年に所領に設定された家門の支給が費用
の嵩む生活様式と相俊った故に,財政困難に
陥ったのである。
更に,一八世紀においてはすぐれた所領経営
を実施した家門でさえ,多額の負債を被った14ち
第二代 リッチモンド公チャールズは1756年に
全く負債のない,畜えさえあつた所領を受け継
いだ。所領経営において彼は1ペニーまで会計
をチェックした。しかし,1799年までに9万5
千務の負債を負い,利払いは少なくとも年 3,300
傍に達した。負債は土地購入と邸宅改良の結果
であった。負債は所領の価値に比較して大きく
はなかった。とは言え,負債を弁済するのに資
産の売却を強いられた。
以上のように,ハバカクにおいては,一八世
紀大地主の家政が経常的支出と特別出費とに区
別して捉えられ,それらが相乗的に作用するこ
とで財政破綻が生じたとされる。その際,経常
的支出とは大地主の全般的志向様式の表われで
あり,特別支出とは個別家門の支出の態様を示
すものであった。そして,その財政破綻の結果,
所領,主として周辺所領が売却されるに至った
とされる19。更に,そうした事態を所領との関係
でみれば,売却は何も所領への直接的負担から
派生したわけではなかったし,それはまた,所
領経営の優良さだけによって回避されえたわけ
ではなかった。こうして,所領経営の根幹をな
す土地所有は家政によって大きく影響を受け
た。
そうした一人世紀の家政にあって,家計での
経常的支出費目は本領の所領会計簿から直接支
払われたのである10。然らば,そうした費目の動
向と所領経営はどのように関係したのであろう
か。また,特別な出費も所領経営と密接に係わっ
た1の。多額の特別出費はロンドンの銀行口座か
ら支払われたけれども,その口座の資金は周辺
所領からの送金によって賄われていたのであ
る。それ故,所領経営の分析の視点として,単
なる所領経営の効率性だけではなく,家政にお
いて本領と周辺所領の果たす役割の違いに着目
したうえでの所領経営のあり方が取り上げられ
ねばならない。また,ハバカクにおいても,本
領の拡充が指摘されてはいるものの,それが何
故,敢えて財政逼迫下においても進展していつ
たのかは定かではない10。家政と所領との繋が
りを見据えた分析視角が,所領経営がこうした
土地所有の実体と如何に係わっていたのかを探
る手立てにもなる。
このような視点に立つならば,これまでの個
別家門についての分析の方途が,如何なる問題
を内包していたのであろうか。次いで,このこ
とを検討する。
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先ず,ノー フォクのクク家についての研究を
看てみる。ここでは主として,家門の財政が調
べられている。それは,1707年から1842年まで
の期間において5つの画期として取り上げられ
ている。これらを取り上げる何れの方途におい
ても収入,支出共に,各々 の内訳の特出した頂
目だけが取り扱われている。例えば, トマス・
ククの成人後の財政として,妻の持参金,妹た
ちへの持参金の賦与,南海の泡沫に係わる借財
などが記されているに過ぎない19。 また, トマ
ス・ウイリアム・ククの1776年から1842の間
の財政が,二つの画期 1776-1822年,1822-1842
年に分かれて分析されている。ここでは,何れ
もククの負債の状況が検討されている。前者に
あっては1776年の9万7千傍の負債が1822年
までに23万傍に拡大し,そして,その理由とし
て3人の娘への各々3万傍の持参金と政治活動
に伴う出費が上げられている2の。後者にあって
はこの23万傍の累積債務が1827年までに完済
された過程が述べられている。そして,そこに
おいて初めて所領経営が言及されている。即ち,
完済された事由の一つとして安定した地代収入
が指摘されているのである21比
しかし,何れの期間についての財政に関する
分析においても,特出した項目だけが叙述され
ているに過ぎない。ただ,1722年に関しては,単
年度の収支が項目ごとに類別されて記載されて
いる。これとて,1年度限りのものでしかない。
経常的収支の時系列的な流れが判明しない限
り,特出した収入及び支出の財政への影響の度
合いが見定め不可能である。往々にして,家政
での累積債務が所領の売却によって弁済された
と言う指摘が看られる2り。しかし,所領の売却は
他方では当然,収入の減少を伴うものであった
から,それに依って家政の運営が如何なる変化
を被ったかが問題となる。何れにせよ,ここで
は,上述した所領経営と家政との関係に眼目を
据えた検討が,時系列的にも,また体系的にも
なされていない。
ラウザーLowther家についての研究におい
ても,所領経営と家政との係わり合いも極めて
部分的に叙述されているに過ぎない2の。そこで
は,1699年に古い邸宅付きの所領が1千傍で購
入され,それが1699年から1729年までの期間
に総支出額 2,249傍で補修されたこと,及び手
作り農業が17世紀末から18世紀初めにかけて
実施されたことが,記されているだけである。
農業に関する言及においても,地代収入が
1686年の679傍から1754年の3,320傍へ増額
したこと,或いは借地契約において地主利害の
保護が唱われていたことなどに限定されてい
る24ちこれは,当家の関心が主として石炭業及び
それに係わる港湾の整備に中心が据えられてい
たことに依った。因みに,1737年の炭鉱からの
収入が 4,788石芳であったのに対して,所領から
の地代収入はその半分以下の2,282傍であっ
た29。また,16951750年の間に炭鉱からの総収
入は608,332石考であり,支出449,704傍を差し引
いた総収益は158,628傍であった26ちここでは,
災鉱経営については十分な叙述がなされている
ものの,それは一人世紀地主の一般的な経営で
ある農業所領の経営についての理解のためには
好例とはならない。また,所領経営から上がる
収入の家政での使途は如何なるものであるの
か,更には,家政での支出は所領収入だけで充
足されていたのか,全く記されていない。ラウ
ザー家では一八世紀初めにサー 。ジョン・ラウ
ザーSir」ohn Lowtherの長子クリストファー
Christopherの放蕩の故,多大の借金を余儀な
くされたのであるけれども羽, このこと自体が
所領経営に如何に影響を及ぼしたのかが述べら
れていない。
四
何れにせよ, こうした個別家門の研究の検討
からも,家政との構造的繋がりに目線を向けた
所領経営の分析が欠落していることが判る。所
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領経営は家政から具体的にどのような影響を受
けたのであろうか。また,本領の拡充と周辺所
領の売却という土地所有のあり方は,そうした
所領経営とどのように係わったのか。同時に,所
領形成の仕方は家政とも密接に係わったのであ
るから,それは地主の志向様式によって如何に
規定されたのであろうか。これらの課題を検討
すべきピァポント家の所領会計簿の分析は稿を
改める。
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